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再 評 価 書 

事業名 
広 域 化 促 進 地 域 

上水道施設整備事業 
事業区分 水道事業 室 名 嬉野町水道課 

 

工      期 

5,180百万円   

(負担率：国30％、その他70％) 事 業 

概 要 (下段：当初) 

 

平成５年～18年 

平成 5年～17年 

全 体 事 業  

(下段：当初) 5,000百万円 

(負担率：国30％、その他70％) 

事 業 目 的 及 び 内 容 

事業の目的 

町民の生活水準の向上及び、町産業の活性化を図るための基盤的施設である水道施設は、都市 

化による町民の生活様式の多様化や人口増加（0.4%）に伴う水需要の増大に対処すると共に、 

未給水地域の施設整備を行い、安定した飲料水を供給することを目的とする。 

 

事業の内容 

    当町の水道事業は、平成３年３月に策定された｢水道事業基本計画書｣に基づく｢第３次拡張事業 

の変更認可(平成５年度)｣もとで経営されている。計画給水人口の19,980人、計画一日最大給水量 

10,730m３とする水量に基づき整備事業を行っている。また、自己水源が3,000m３と一日最大給水量 

に対し28%程度の自給率しかなく不足している水量は、県中勢水道用水供給事業から、7,730m３  

(一日最大給水量)を受水する計画としている。 

 

施設内容 

    配水管  ダクタイル鋳鉄管、鋼管、塩ビ管φ300～75mm  Ｌ≒140km 

    配水池  ＰＣ造       6池                          Ｗ＝4,171m３ 

    配水ポンプ                                         Ｎ＝5 台 

事 業 主 体 の 再 評 価 結 果 

① 評価を行った理由 

   事業採択後、一定期間が経過し、なお継続中のため三重県公共事業再評価実施要綱第２条に基づき、

再評価を行いました。 

 

② 事業の進捗状況と今後の見込み 

  （１）平成5年度から平成15年度までの実績は、配水管（φ300以下）L=34.8Km、配水池（1000 m３）

1池、電気設備等１式の実施を行い現在に至っています。 

（２）現在までで、60%完了し残事業は、40%となっている。（施工量ベース） 

（３）本年度は、矢下地区（3.3Km）と中川区画整理地区（0.3Km）の実施を計画しています。 

（４）今後は、厳しい財政状況ですが単年度内に完成する工事規模を考慮しつつ矢下地区及び中川地区

    を 18年度に完成させる見込みです。 

 


